
臨時役員会議事録  （ホームページ HPにも掲載します） 

2026.1.31㈯ 18：00～21：30  出席者：会長、副会長以下 18名、 

有志の会初鹿氏から R８年度役員体制と運営の仕方が提言され、承認された。  

提言骨子 

１．R８年度役員体制 

①会長は、任期１年、業務は行政等の対外業務中心との条件で 山口敏氏に

続投して頂く 

  ②副会長に須貝氏（新任）、野村氏はまかない関係専任として続投、 

③総務部長に河原崎氏、④祭典部長に森井茂氏、他の役員は原則続投 

２．事業を主管する部の負担を軽減し、町内一丸となり推進する体制 

①企画調整部の設置、部長に初鹿氏、副部長に和田氏 

②各班から班長がお手伝いスタッフを 2名選出する 

  お手伝いスタッフは芋煮会などの行事に主管部と一緒に計画段階から実

施まで携わる。 

主な質疑 

Q．班の中にどんな方がいるか分からないので人選が難しい。（班長） 

Ａ。状況は理解できますが、事業存続のため努力して頂きたい。難しけれ

ば、班長ご自身及び１０数人いる組長から選んでください。 

老人会や子供会にもお手伝いできる方がいるので、了解頂ただければ

スタッフ候補として紹介します。 

Q．班長は忙しいのでスタッフ兼務は難しい。班長を増やせば負担が減り、

スタッフの成り手が増えるのでは。（班長） 

Ａ。スタッフ就任は班長退任後なので兼務になりません。 

（例）R7班長が R8のスタッフ 

Q．会費値上げは一般の方の理解が得られない。納得できる説明が必要。 

Ａ。値上げは本日の提言ではなく、有志の会で出た意見を紹介したもの。 

 

次回の有志の会は 2/28。それ迄にお手伝いスタッフを選出してほしい。  

 

その他、会長からの紹介事項 

①増田屋跡地の共同住宅。オーナーと町内会費に関する合意書を結んだ。 

②近々ＪＲ社宅の解体工事が始まる。跡地利用は決まっていない。 

③R10から「その他資源ごみ」も各戸収集となるので補助金がなくなる、約 20万円 

以上 
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